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インフルエンザ 1 0.04 1 0.04

RSウイルス感染症 59 3.69 35 2.19

咽頭結膜熱(プール熱) 0 0.00 3 0.19

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 27 1.69 14 0.88

感染性胃腸炎 69 4.31 56 3.50

水痘(みずぼうそう) 2 0.13 2 0.13

手足口病 9 0.56 12 0.75

伝染性紅斑（りんご病） 0 0.00 0 0.00

突発性発しん 8 0.50 11 0.69

ヘルパンギーナ 14 0.88 21 1.31

流行性耳下腺炎(おたふくかぜ) 0 0.00 0 0.00

急性出血性結膜炎 1 0.20 1 0.20

流行性角結膜炎(はやり目) 26 5.20 21 4.20

細菌性髄膜炎 0 0.00 1 0.20

無菌性髄膜炎 1 0.20 0 0.00

マイコプラズマ肺炎 0 0.00 2 0.40

クラミジア肺炎(オウム病を除く） 0 0.00 0 0.00

感染性胃腸炎(ロタウイルス） 0 0.00 0 0.00

疾患名
(百日咳は平成３０年１月１日より全数報告へ変更になりました）

疾患の増減 報告数 定点当り 報告数 定点当り

                    平成30年　第39週　平成30年9月24日（月）～平成30年9月30日（日）

●急性出血性結膜炎
　エンテロウイルス７０型及びコクサッキーウイルスＡ２４変異型の感染によって起こる
激しい出血症状を伴う急性結膜炎です。学校保健安全法により出席停止の対象とされており、
医師が周囲への感染力がなくなったと判断するまで登校を禁止することになっています。

◆どんな病気？
　季節に関係なく流行します。また、感染する年齢は幼児、特に１～４歳が多く、20～30歳代にもやや
多い傾向ですが、どの年齢でもみられます。
・症状………突然の強い目の痛み、異物感、異常にまぶしさを感じる（羞明）などで始まり、結膜の充
血、特に結膜下出血を伴うことが多いです。まぶた（眼瞼）の浮腫、めやに（眼脂）、結膜に小さなつぶ
つぶ（濾胞）、眼の表面のにごり（角膜表層のび慢性混濁） が高頻度にみられます。全身症状としては
頭痛、発熱、呼吸器症状などがみられます。通常、約1週間で治癒しますが、エンテロウイルス70型では
罹患後6〜12カ月に手足の運動麻痺が起ることがあるので、経過観察をする上で注意が必要です。
・潜伏期間…２４時間～3日程度（ウイルスの種類により違う）
・感染経路…感染者の目やにや涙に含まれるウイルスが、手やティッシュペーパー、タオル、洗面器など
を介して感染します。感染してから3～４日程度は感染力があるといわれています。
◆かかったらどうすればいいの？
・対症療法として、二次感染を防ぐ目的で、点眼を行うこともあります。
・できるだけ他人への接触を避け、目、目やに、涙などを触ったらすぐに石けんと
流水による手洗いをしましょう。お風呂は最後に入るか、シャワーだけにしましょう。
◆予防法は？
・タオルや洗面器、点眼薬など、目やにや涙が付着する可能性のあるものは個別にし、使いまわしは避け
ましょう。

期　　間
平成30年　38週 平成30年　39週

9/17～9/23 9/24～9/30（最新）

手を洗い 

ましょう 


